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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
性感染症サーベイランスに関する研究成果を、3つの項目にまとめた。
感染症発生動向調査の改善に関して研究成果を踏まえた提言を行った。一部はシステム改善の機会などに既に反映されている。
地方自治体において性感染症に関する同調査の結果活用を推進するために、現状や困難点に関する全国調査、研修会開催、結果活用に関するガイドライン案の作成などを行った。
症例報告による感染症発生動向調査を補完あるいは改善を図るため、諸外国の状況国際的ガイドライン等も参考として、他の動向把握方策などを検討した。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
性感染症に関する感染症発生動向調査に関し、感染症法に基づく特定感染症予防指針が今年度改定されワーキンググループに研究協力者も参加しており、見直し部分には本研究での提言と一致する内容も盛り込まれた。
また、HIV感染症の届け出内容で、居住地区分を都道府県単位等に細分化する提言を行い、実施された。更にHIVの動向分析を行い今後有用な分析を行うための様式への提案行った。また、諸外国や関係者の間では性行為感染症と認識されている、Ｂ型、Ａ型など急性肝炎対策の検討が必要なことを提案した。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
自治体における性感染症発生動向調査の活用を調査した。例えば結果データの還元とその解釈や評価について、動向そのものに比べその評価あるいは解釈を公表している自治体はおよそ半数と少なく、ガイドライン等への要望も大きいことを把握し、結果活用ガイドラインの案を作成した。
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Contact Card

Why have | been given this card?

You may have been contact with a sexually transmitted
infection called chlamydia. This is easily treated

with antibiotics.

What do | need to do?

It is extremely important that you contact us at the
Chlamydia office on the telephone number below to make
an appointment with a health advisor, or go to your GP or
nearest sexual health clinic, even if you have no symptoms.

S

ED

NHS

Northumberland Tyne and Wear
Chlamydia Screening Central Office

45 Scrogg Road
Walker

Tyne and Wear
NE6 4EY

Do I need to have a test?
Yes. It is advisable for you to have a test for chlamydia.

What treatment will | be given?
You will be treated with antibiotics whether or not

the test for chlamydia is positive.

Does it matter if | do nothing?

Yes. Untreated, chlamydia in women can cause pelvic
inflammatory disease and is probably the leading cause
of infertility in the UK. In men it can affect fertility
and lead to painful swelling of the testicles.

Tel: 0191 265 7014

www.checkyourbits.org.uk


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域で、サーベイランスを性感染症対策への活用を推進する立場にある、都道府県エイズ性感染症対策担当者および地方感染症情報センター担当者への支援を行った。
全国の現状や要望把握、ガイドライン案の作成とともに、研修会を開催し研究成果を還元すると伴に、自治体担当者と研究者や担当者間の意見交換を行った。また、先進的取り組みを行う自治体や地域の成果を把握評価すると伴に、紹介した。他国でのサーベイランスや集団発生対応、パートナー健診などの取り組みも紹介した。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
検査結果を活用した動向把握を先行して行っている地域の状況を把握し、課題を検討した。これを踏まえ、検査受託機関の全国連絡会の協力を要請し、情報提供に伴う課題や実効性や有用性の高い情報提供策などを明らかにするため評価調査を行っている。
病原体サーベイランスについての有用性を整理した。
HIVは、自発的検査では把握しにくい対象の動向把握にも有用で、低蔓延国では施策としても推奨されるパートナー健診の妥当性を検討した。
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